
2018年3月　第23号

発行：日本共産党宮城県会議員団
(控　室) TEL 022(211)3523
　　　　FAX 022(268)6093

県議団ニュース
速  報  版

日本共産党宮城県会議員団ニュース〈速報版〉

2023年6月　第61号

発行：日本共産党宮城県会議員団
(控　室) TEL 022(211)3523
　　　　FAX 022(268)6093

県議団ニュース
速  報  版

E-mai : info@jcpmk.jp

４病院再編移転、県営住宅廃止、PFAS調査の放置など
当事者を無視し持論を押し付ける村井県政を抜本的に　　　させます！転換転換

大 

内 

県 

議

　
東
日
本
大
震
災
時
の
津
波
堆
積

土
砂
、
瓦
礫
が
今
も
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
る
新
堀
、い
わ
ゆ
る「
貞

山
運
河
」
の
う
ち
、
仙
台
市
宮
城

野
区
の
七
北
田
川
～
若
林
区
井
土

浜
区
間
の
❶
浚
渫
と
❷
大
震
災
時

に
、
県
が
復
旧
工
事
の
た
め
に
取

り
外
し
た
新
浜
地
域
の
既
存
施
設

「
人
道
橋
」の
復
活
と
❸
仙
台
藩
の

一
大
物
流
拠
点
だ
っ
た
歴
史
と
文

化
を
象
徴
す
る
「
貞
山
運
河
」
の

「
御
蔵
跡
」
と
「
お
舟
入
堀
」
等

の
文
化
財
を
観
光
資
源
と
し
て
保

存
、
展
示
、
利
活
用
す
る
よ
う
、

仙
台
市
に
対
し
働
き
か
け
る
事
。

３
点
求
め
る
。

■
土
木
部
長

　
❶
「
貞
山
運
河
」
の
更
な
る
浚

渫
工
事
に
つ
い
て
は
、
仙
台
市
の

水
中
測
量
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。
❷
撤
去

し
た
「
人
道
橋
」
は
、
仙
台
市
の

意
見
を
伺
っ
た
上
で
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
。
❸
「
御
蔵
跡
」
な

ど
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、「
み
や

ぎ
の
運
河
群
利
活
用
推
進
会
議
」

等
を
通
じ
、
運
河
の
歴
史
的
価
値

や
魅
力
を
共
有
し
、
観
光
資
源
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
仙
台
市
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

仙
台
市
内
沿
岸
部
被
災
地
の「
ま
ち
づ
く
り
」

仙
台
市
内
沿
岸
部
被
災
地
の「
ま
ち
づ
く
り
」

に
県
も
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
る

に
県
も
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
る

大 

内 

県 

議

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
、
人
工
的
に
つ

く
ら
れ
た
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

総
称
で
、４
７
０
０
種
以
上
あ
る
。

そ
の
う
ち
３
種
類
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は

発
が
ん
性
や
免
疫
系
異
常
な
ど
、

人
体
へ
の
有
害
性
が
指
摘
さ
れ
、

国
際
条
約
で
製
造
、
使
用
、
輸
入

が
禁
止
さ
れ
、
１
８
０
余
り
の
国

と
地
域
が
批
准
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
今
後
、
水
俣
病
等
の
よ
う
に

公
害
と
し
て
認
定
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
。
名
取
市
の
地
下
水
か
ら

基
準
の
15
・
８
倍
を
超
え
る
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
が
検
出
。
全
国
１
４
３
地
点

中
５
番
目
に
高
い
。
県
独
自
に
汚

染
原
因
の
場
所
と
汚
染
原
因
排
出

者
を
一
刻
も
早
く
特
定
す
る
こ
と

等
を
求
め
る
。

■
環
境
生
活
部
長

　
汚
染
原
因
や
原
因
者
の
特
定
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

健
康
被
害
に
関
す
る
科
学
的
な
知

見
が
不
十
分
で
か
つ
法
的
拘
束
力

を
伴
う
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
国
の
専
門
家
会
議
の
結

論
注
視
し
て
い
く
。

大 

内 

県 

議

　
予
防
原
則
を
働
か
せ
、
住
民
の

不
安
に
こ
た
え
て
調
査
す
る
こ
と

も
自
治
体
の
責
務
と
指
摘
す
る
。

大 

内 

県 

議

　
「『
老
朽
化
し
た
県
営
住
宅
は
建

て
替
え
な
い
』
と
い
う
方
針
を
持

ち
、
全
県
１
０
１
団
地
９
０
４
８

戸
の
県
営
住
宅
全
て
を
順
次
廃
止

す
る
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し
た

都
道
府
県
」は
、宮
城
県
の
ほ
か
に

は
無
い
。
県
が
説
明
に
使
っ
て
い

る
供
給
住
宅
ス
ト
ッ
ク
は
、
民
間

賃
貸
住
宅
も
含
ま
れ
て
お
り
、
公

営
住
宅
だ
け
の
数
字
で
は
な
い
。

２
０
２
０
年
度
の
宮
城
県
の
公
営

住
宅
の
募
集
戸
数
２
６
８
６
戸
に

対
す
る
応
募
者
数
は
、
８
３
５
１

世
帯
あ
り
、
倍
率
は
３
・
１
倍
。

県
全
体
と
し
て
見
れ
ば
県
内
の
公

営
住
宅
は
足
り
て
い
な
い
。
認
め

る
か
？

■
土
木
部
長

　
宮
城
県
内
の
公
営
住
宅
の
倍
率

は
３・１
倍
。仙
台
市
の
利
便
性
の

一
部
の
立
地
団
地
に
つ
い
て
は
、

40
倍
を
超
え
る
一
方
、
住
宅
の
半

数
以
上
が
１
倍
を
下
回
っ
て
い
る

と
い
う
状
況
に
あ
る
。
県
市
町
村

の
公
営
住
宅
の
ほ
か
に
、
民
間
の

低
廉
な
住
宅
も
含
め
て
、
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
だ
と
認
識
し
て

い
る
。大 

内 

県 

議

　
民
間
住
宅
に
は
家
賃
が
高
く
て

住
め
な
い
と
い
う
方
が
多
い
。
現

状
、
県
営
住
宅
に
住
む
単
身
世
帯

の
う
ち
、
家
賃
が
２
万
円
以
下
は

71
・
２
％
を
占
め
て
い
る
。
物
価

高
、
燃
料
費
高
騰
で
生
活
全
般
が

厳
し
く
、「
こ
れ
以
上
家
賃
に
お
金

を
か
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
声
を

聞
い
て
い
る
。
県
営
住
宅
は
収
入

に
応
じ
て
家
賃
が
決
ま
る
が
、
民

間
賃
貸
の
家
賃
は
「
収
入
に
お
構

い
な
し
」
だ
。
老
朽
化
し
安
全
性

や
居
住
性
に
問
題
が
あ
る
県
営
住

宅
は
、
県
が
建
て
か
え
る
べ
き
。

■
土
木
部
長

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会

に
な
っ
て
い
く
の
で
、
集
約
・
廃

止
に
ご
理
解
頂
き
た
い
。

大 

内 

県 

議

　
（
建
替
え
計
画
を
一
切
つ
く
ら

ず
）県
は
県
営
住
宅
を
全
て
な
く
そ

う
と
し
て
い
る
。県
の
責
任
放
棄
。

仙
台
市
は
、「
丸
投
げ
さ
れ
て
は
困

る
」と
言
っ
て
い
る
。
建
て
替
え
計

画
策
定
を
改
め
て
求
め
る
。

大
内
真
理
県
議
の
一
般
質
問
（
６
／
22
）

大 

内 

県 

議

　
「
私
た
ち
抜
き
に
、
私
た
ち
の
こ

と
を
決
め
な
い
で
」こ
の
言
葉
は
、

国
連
の
人
権
条
約
、
障
害
者
の
権

利
に
関
す
る
条
約
が
、
世
界
中
の

障
害
当
事
者
の
参
加
で
作
成
さ
れ

た
と
き
の
合
い
言
葉
だ
。当
事
者
、

と
り
わ
け
障
害
当
事
者
を
抜
き
に
、

障
害
当
事
者
の
こ
と
を
勝
手
に
決

め
て
、
押
し
つ
け
る
為
政
者
は
、

国
連
の
人
権
条
約
を
踏
み
に
じ

り
、
障
害
当
事
者
を
差
別
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
特
に
精

神
医
療
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
当

事
者
の
方
々
は
、
村
井
県
政
に
よ

っ
て
不
安
、
恐
怖
に
陥
れ
ら
れ
て

い
る
。
知
事
に
よ
る
持
論
の
押
し

つ
け
は
、「
精
神
的
な
暴
力
」
と
し

て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
知
事

大 

内 

県 

議

　
用
途
廃
止
を
決
め
た
６
団
地
の

入
居
者
向
け
説
明
会
を
県
が
「
非

公
開
」
で
開
催
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
加
え
て
、「
一
住
戸
に
つ
き

一
名
の
参
加
の
お
願
い
」
と
い
う

案
内
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
発
覚

し
た
。
入
居
者
か
ら
「
一
人
で
参

加
す
る
の
は
心
細
い
。
な
ぜ
説
明

会
に
、
家
族
と
一
緒
に
参
加
し
て

は
い
け
な
い
の
か
？
」
と
不
安
の

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
非
公
開

と
い
う
密
室
で
入
居
者
に
移
転
を

迫
る
」
つ
も
り
な
の
か
？

■
土
木
部
長

　
説
明
会
の
場
所
の
ス
ペ
ー
ス
の

限
り
も
あ
る
。丁
寧
に
説
明
す
る
。

大 

内 

県 

議

　
理
解
で
き
な
い
。
広
い
部
屋
を

借
り
て「
公
開
」で
開
催
す
べ
き
。

「
非
公
開
と
い
う
密
室
で
入
居
者

に
移
転
を
迫
る
」
と
受
け
止
め
ら

れ
た
く
な
い
の
な
ら
、
説
明
会
は

当
然
公
開
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

■
知　
事

　
「（
密
室
で
）
入
居
者
に
移
転
を

迫
る
と
…
」
そ
う
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
県
の
考
え
方
も
し
っ
か
り

説
明
し
つ
つ
、
円
滑
な
移
転
に
向

け
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い

く
か
と
、
ど
う
い
っ
た
交
渉
が
必

要
か
、
率
直
に
住
民
の
方
の
御
意

見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
た
い
ど
う

ぞ
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

大 

内 

県 

議

　
家
族
と
一
緒
に
相
談
し
な
が
ら

説
明
会
に
臨
み
た
い
と
い
う
方
が

た
く
さ
ん
い
る
。「
一
住
戸
に
つ
き

一
名
の
参
加
の
お
願
い
」
と
い
う

事
の
撤
回
を
求
め
る
。

■
土
木
部
長

　
家
族
も
出
席
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
く
。

大 

内 

県 

議

　
検
討
で
は
ダ
メ
だ
。
複
数
で
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
事
、
公
開

で
の
開
催
を
引
き
続
き
求
め
る
。

名
取
市
の
地
下
水
か
ら
基
準
値
超
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

名
取
市
の
地
下
水
か
ら
基
準
値
超
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

検
出
。汚
染
原
因
者
の
特
定
を
求
め
る

検
出
。汚
染
原
因
者
の
特
定
を
求
め
る

４
病
院
再
編
、宮
城
県
立
精
神
医
療

４
病
院
再
編
、宮
城
県
立
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
の
富
谷
市
移
転
は
撤
回
せ
よ

セ
ン
タ
ー
の
富
谷
市
移
転
は
撤
回
せ
よ

県
営
住
宅
廃
止
方
針
撤
回
、

県
営
住
宅
廃
止
方
針
撤
回
、

　
　
　
建
て
替
え
計
画
を
求
め
る

　
　
　
建
て
替
え
計
画
を
求
め
る

インターネットでも視聴下さい
https://miyagi-pref.stream.jfit.co.jp

は
今
す
ぐ
に
で
も
、
県
立
精
神
医

療
セ
ン
タ
ー
の
富
谷
市
移
転
に
つ

い
て
、
方
針
を
撤
回
す
る
べ
き
。

■
知　
事

　
県
と
し
て
意
見
交
換
を
継
続
し
、

異
な
る
立
場
の
意
見
等
の
調
整
を

進
め
な
が
ら
、
患
者
や
家
族
、
関

係
者
の
方
々
の
不
安
の
払
拭
に
つ

な
が
る
よ
う
、
精
神
医
療
セ
ン
タ

ー
移
転
後
の
必
要
な
体
制
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
く
。


